
受託事業名

見附市市野坪町における新規住宅地街区計画策定の検討 はじめに

久住見附市長より「田園調布のような街並を考えたい」という

お話をいただきました。田園調布は、大正末期に東京有数の新

しい住宅地としてスタートを切り（1923年に販売開始）、住民

の紳士協定（建ぺい率は5割以内、建物のセットバックは道路巾

の半分以上、道路との境界には生け垣）や、多くの著名人が居を

移したことから、高級住宅地として名を馳せるようになりました。

地区設計にあたり、澁澤栄一の四男秀雄が陣頭指揮をしました。

円形都市を思わせる放射状道路は、中心に位置する駅舎があっ

てゆえのことですが、デザインの理由は以下、秀雄の回想で知

ることができます。

当時の田園調布の雰囲気は、現在、失われつつあると言わざる

を得ません。300～100坪単位だった宅地面積が1/2や1/3

に分割され、小さな面積に所狭く住宅が建ち並びつつ変化して

います。おそらく、遺産相続の関係で土地と建物を手放さざる

を得ない住民が続出した結果と思われます。

このような現代社会の情勢を見据えつつ、今回、田園風景が色

濃い「市野坪町」に、どのような田園住宅地を展開するべきか。

次世代のニーズや感性に合致する田園住宅地とは、どのような

ものか。それを見いだすことが目的となりました。

「私はサンフランシスコ郊外のセント・フランシス・ウッドとい

う住宅地が気に入った。土地に多少の起伏があって樹木とか

草花も多かった。そこの中心には、パリの凱旋門にある小規

模のエトワール式道路ができていた。むろんパリとは比較に

ならない小規模のエトワールだったが、それはその住宅地に

美しさと奥深さを与えていた。カーブのある道は、ゆく手が

見通せないから人に好奇心と、夢を抱かせる。私は田園都市

の西側に半円のエトワール型を取り入れてもらった。この分

譲地のサイト・プランを依頼した矢部金太郎君に注文をつけ

たのである。矢部君は優秀な建築設計技師だったが、当時は

田園都市会社の社員になっていた」

（澁澤秀雄『わが町』昭和46年）

最終提案　全体鳥瞰イメージ
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N

周辺状況図

Ａ案

Ｂ案

Ｃ案(Ｂ案を修正）

敷地現況

□　見附市の土地構造 

・地域環境構造の要素となりうる土地構造

　(東側山地、刈谷田川、優良農地など)

・市街地は比較的平坦

・田園住宅地は将来見附市の地域環境構造

　→　緑のインフラの核となるように

□　見附市における敷地の位置

・市の西部信越線の沿って水田地帯、

・見附駅に近接し、信越線、新幹線にはさ

　まれた工業団地に近い。

・東側に拡がる市街地との中間に位置して

　いる。

・信越線の線路をはさんで西側には屋敷林

　を伴う集落が点在している。

計画概要

□　前提となる平均宅地面積について

検討する上で重要なことは、下記のふたつの極（XとY）をとり持つバランスである。

X寄りになると売れ残る可能性が高まり、Y寄りになると質の高い住宅地にはなら

ない。

　X　住宅地の理想＿美しい街並、アッパーレベルの住民、質の高い公共環境、

     　安全性、自主協定

　Y　市場のニーズ＿現実的な販売価格、売れ残りを避ける、入居者のレベル

     　を限定しない

このバランスを決定的に左右するのは、平均宅地面積（＝購買費用）である。この

面積設定は、見附市にお願いし、最低限度面積として78.8坪（260m2）を提示し

ていただいた。また、見附市の不動産協会の見解は、平均55坪でないと売れない

と主張している。また、中之島みずほ団地では90坪は売れず、70坪が売れ筋とい

う。よって本計画では、市場（周辺分譲地販売状況）からかけ離れるべきではないと

いう判断より、平均宅地面積を80坪として検討を進めた。

□　その他の考慮に入れるべき内容

見附市より、対象地に進入する道路の考え方、調整池の必要性、国有地の存在、取

得が困難な土地、私立学校が所有している土地があること、以上を考慮に入れるよ

うご指示をいただいた。

□　宅地の拡張計画の可能性

対象地の南東に広がる農地も、将来、宅地に転用される可能性がある。それを見越

して、あらかじめ宅地の拡張計画を立てておくべきと判断した。

計画主旨

□　デザインガイドライン

見附市から提示された計画ガイドラインは、以下のとおりである。

　１　新市街地と産業団地に隣接する、利便性の高い「地の利」

を活かす。

　

　２　ガーデニング等が楽しめる「ゆったり」とした戸建や集合

住宅の分譲

　

　３　画一的な区割りを避け、「おもしろみ」「高級感」を演出

する道路、宅地、公園、植栽等の配置。また、効果が期待

できるものの設置。

　

　４　住宅地内ではスピードが出せない道路。

□　デザインコンセプト

左記のデザインガイドラインに、以下の２つの系をかぶせるデザ

インコンセプトを提案するものである。

　１　緑系

　２　水系

見附市全体における「緑のインフラ」の核となるべく、質の高い

環境を提供することを提案する。また、公共施設、あるいは商業

施設の可能性も、あらかじめ検討する必要がある。

事業として「住宅地の環境の質を売る戦略」に着目し、全国で成

功している事例を参照しながら、次ページの内容の検討を試みた。

工業団地

農地

見附駅

田園住宅計画地

集落

集落

集落

集落 市街地

市役所

観音山公園

刈

　

谷

　

田

　

川

　

見附市による道路計画案
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調整池 ガス中圧管
道路用地に移設

ガス中圧管

地盤改良
（盛土）

雨水幹線

環境インフラ
緑の骨組み
宅地内道路
共用スペース

調整池が不用の場合は、
地区計画により、一部を公
園、一部を宅地とする

調整池
公園 共用施設部分は

市による整備が困難な場合は
宅地とする
（約12戸）

公園
16ｍ街路

〈長期計画〉

地域・都市 地　区 街　区 宅　地

緑系と水系のイメージ街区のイメージ

田園住宅地計画の枠組み 事業計画とマスタープランをたてるにあたり検討すべき事項

１　基盤整備
市・土地開発公社などによる整備

２　緑のインフラ整備
市（土地開発公社など）による整備が望ましい部分

３　宅地ブロック整備
業者が整備、販売する部分

１－１　水田の地盤改良（盛土）

　・基準、地盤高をどのくらいにするか。

　・盛土用の土の手当て。

１－２　水系の設定　

　・排水の流出先、雪処理方法の予測。

１－３　ガス中圧管の移設

□　道路網

16m幹線道路から、宅地内道路への接続地点はなるべく少なくする。

これにより、通過交通と、住民交通を明快に分けるようにする。関係の

ない車両が、宅地ブロックの中に入りにくくする。

□　緑系

16m幹線道路は高木街路樹の並木道とし、「緑のインフラ」として計

画対象地の価値をあげるものとする。高木の並木道は、東京の田園

調布のイチョウ並木、成城のサクラ並木とイチョウ並木をあげるまで

もなく、高級住宅地には欠かせない。

高木と低木のコンビネーションも緑量を多く感じさせる手段である。

ツツジやオオムラサキ、あるいは生け垣は、アイレベルで緑を楽しむ

上で重要である。特にヒューマンスケールの宅地内道路は、緑に囲ま

れた路地の雰囲気が必要である。緑なくして、高級住宅地は実現しな

い。

□　水系

郡上八幡のように、街中のいたるところに水路がある環境は、現在、

急速に人気を集めている。もし、市野坪町で可能であるなら、16m幹

線道路に沿って、水路緑地（2-3m巾）を作り、雰囲気を高めたい。

その水が流れ着く調整池は、公園として美しく整備し、住民の憩いの

場、さらにJR列車の乗客への効果的なPRとしたい。北欧のデンマー

クの首都コペンハーゲンでは、街のいたるところに池があり、極めて

美しい風景をつくっている。

□　公共施設の可能性

住宅地の中心部に魅力的な公共施設があれば、地区住民の連帯意

識は高まる。たとえば、複合施設として、地区集会場、老人福祉施設、

子育て支援施設、幼稚園、保育園、などが考えられる。

□　商業＋住宅の可能性

代官山のヒルサイドテラスは、全体的に３階建て程度に抑えられ、し

かも低層部分が商業施設、上層階が集合住宅とな っている。おしゃ

れなテナントが入れば、地区の価値は高まる。カフェ、花屋、ベーカリ

ーの３点セットは今風である。

２－１　緑の骨組み

　・住宅地全体の環境の質を高めるため

には、環境インフラ（緑の骨組み）

をしっかり造る。

　・緑地帯、公園緑地

２－２　市による整備

　・住宅地内の道路、共用スペースなど

を統一感のあるデザインや質にする

ためには、市による指導、施工が望

ましい。

２－３　詳細設計

　・宅地内道路や共用スペースなどの詳

細は、各ブロック内の宅地割を決め

る段階で、改めてデザインを検討す

る必要がある。

　・交通緩和の手立て、植栽など。

３－１　各ブロック内の宅地割付

　・平均宅地面積は80坪となっている

が、需要予測などに基づいて、改

めて大小の宅地割を考える必要が

ある。

３－２　販売形式の検討

　・土地のみ分譲販売して、住宅建設

は個々にする。

　・土地＋建物

　・土地＋建物は業者指定

　・土地＋建物プラン付など

３－３　販売条件の設定

　・建築緑化環境協定を決め、販売時

に条件として提示する。

　・壁面線

　・建物の高さ

　・境界処理（生垣、塀の高さ制限）

　・共用地、共有地を設ける場合の取

決めなど。

　・管理条件など

街区レベルの課題 宅地レベルの課題

　

市

不動産業者＋建設業者

住民

産業経済の発展
工業団地誘致

〈都市構造〉

利便性−道路網の整備
安全性−防災
快適性−環境整備

見附市の将来像
活気のある田園都市を造る

環境の質の向上

地区レベルの課題

＜田園住宅地基本構想＞

都市の環境構造を担う基本骨格を造る。
緑のインフラの核となる質の高い環境

・緑系−豊かな街路樹、緑を伴う道路
・水系−水路・調整池・緑地
・快適性、利便性、安全性を備えた街

事業計画−　住宅地の環境の質を売る戦略
　・需要予測／住宅・し説予測／宅地規模・価格など。
　・基盤整備工程の段階計画
　・販売段階年次計画
　・市と業者の役割調整など。　→調整会議

販売形式／条件の設定
　・壁面線、建物高さ
　・境界処理（生垣など）
　・共用地／共有地
　・管理条件など

＜土地構造＞見附市の土地条件
土地条件から配慮すべきこと

　・基盤整備−水田の地盤改良・盛土
　・水系−排水、雪処理、防災
　・緑地−適応樹種の選定

〈田園住宅地マスタープラン〉

・街区割−敷地のブロック割
・戸建・集合住宅の割合
・緑地・公園・共用スペースの割合
・共用施設（例：幼稚園用地）
・街区もモデルプラン

〈住宅地　実施設計〉

・宅地割
・宅地内道路パターン
　（平面／断面／街路樹）
・共用スペースのデザイン
・水路／調整池／緑地など

〈住宅建設→住む〉

・住民＋市による街造り
・緑の多い街
・街の質の向上

住宅地の環境をつくり、育てる手立て

・市の指導（緑のしおりなど）
・住民協定など（長岡市古正寺地区など）

他都市の参考事例
　・田園都市
　（宅地規模：300〜100坪と大きく、幹線道路の並木と宅地内の樹木、
　　生垣によって豊かな町の緑が維持されている。）
　・その他都市優良住宅地の例
　　（上越市優良田園都市など）

地域環境構造としての
緑の連担／水循環

見附市に在る、環境構造を支える要素
　・東山−観音山公園、大平森林公園など
　・刈谷田川周辺
　・将来とも維持する優良農地など

１：２５００ １：１０００−１：５００

事業計画 販売戦略

田園住宅地のテーマと課題 実現の手立て

・住宅地の＜環境の質＞

・需要予測

・宅地規模

・市と不動産業者、建設業者の役割分担、調整など−調整会議
・申請、認可事項など
・およその工期設定

販売形式の検討

販売条件の設定

住宅地の実施設計

・街区内道路　道路パターン、幅員、素材、平面、断面の検討
・宅地の区画割
・共用地（コモンスペース）のデザインなど。
・駐車スペース（２台目、ビジター用など
・雪寄せ場）

公共用地の実施設計

・緑地、公園、水路、調整池の具体化など
・調整池、水路など水施設については、安全上の配慮の上、景観の良いデザインを工
夫する必要がある。また、常時水をきれいに保つために技術的管理（水の攪拌、ポン
プアップによる循環など）が必要。

・土地のみ分譲販売し、住宅建設は個々に。
・土地＋建物（建て売）土地と建物を協同、または一括販売。
・土地＋建物は建設業者指定
・土地＋建物プラン付　　　　　　など、いろいろ考えられる。

・建築緑化環境協定
・壁面線
・建物の高さ
・境界処理（生け垣、へいの高さ）など
・共用地、共有地などの取り決
・管理条件など

・街区割
・幹線道路計画

・戸建と集合住宅

・緑地、公園、共用スペース

・共用施設の想定

・商業施設の可能性

・街区モデルプランの作成

敷地のブロック割
地区交通幹線と田園住宅幹線の構成
（幅員、車道、歩道、自転車道、街路樹、植栽地などの
　断面構成）

割合、配置
宅地規模とその配置の基本

割合と配置、イメージ
（例：幼稚園、保育園など）

土地基盤整備−−土地条件から考慮すべきこと）

・水田の地盤改良（盛土）−基準地盤高をどのくらいにするか
−盛土用の土の手当て

・水系の設定，排水（流出先）、雪処理

・緑地の造成、適応樹種の選定など

快適性：緑が豊か、良い景色、風通しが良いなど
利便性：通勤、買い物が便利、良い道路や歩道、自転車
安全性：開水面（水路、池など）
　　　　倒壊、火災に強い生垣、棟間に余裕、樹木
コミュニテイ：住民の性向により判断

年齢層、収入階層、地元、外来などから生活像を予測する

８０坪を標準とし、どのくらい幅と割合を考えるか。
１００−５０坪敷地内での配置も大事。
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調整池 ガス中圧管
道路用地に移設

ガス中圧管

地盤改良
（盛土）

雨水幹線

環境インフラ
緑の骨組み
宅地内道路
共用スペース

調整池が不用の場合は、
地区計画により、一部を公
園、一部を宅地とする

調整池
公園 共用施設部分は

市による整備が困難な場合は
宅地とする
（約12戸）

公園
16ｍ街路

〈長期計画〉

地域・都市 地　区 街　区 宅　地

緑系と水系のイメージ街区のイメージ

田園住宅地計画の枠組み 事業計画とマスタープランをたてるにあたり検討すべき事項

１　基盤整備
市・土地開発公社などによる整備

２　緑のインフラ整備
市（土地開発公社など）による整備が望ましい部分

３　宅地ブロック整備
業者が整備、販売する部分

１－１　水田の地盤改良（盛土）

　・基準、地盤高をどのくらいにするか。

　・盛土用の土の手当て。

１－２　水系の設定　

　・排水の流出先、雪処理方法の予測。

１－３　ガス中圧管の移設

□　道路網

16m幹線道路から、宅地内道路への接続地点はなるべく少なくする。

これにより、通過交通と、住民交通を明快に分けるようにする。関係の

ない車両が、宅地ブロックの中に入りにくくする。

□　緑系

16m幹線道路は高木街路樹の並木道とし、「緑のインフラ」として計

画対象地の価値をあげるものとする。高木の並木道は、東京の田園

調布のイチョウ並木、成城のサクラ並木とイチョウ並木をあげるまで

もなく、高級住宅地には欠かせない。

高木と低木のコンビネーションも緑量を多く感じさせる手段である。

ツツジやオオムラサキ、あるいは生け垣は、アイレベルで緑を楽しむ

上で重要である。特にヒューマンスケールの宅地内道路は、緑に囲ま

れた路地の雰囲気が必要である。緑なくして、高級住宅地は実現しな

い。

□　水系

郡上八幡のように、街中のいたるところに水路がある環境は、現在、

急速に人気を集めている。もし、市野坪町で可能であるなら、16m幹

線道路に沿って、水路緑地（2-3m巾）を作り、雰囲気を高めたい。

その水が流れ着く調整池は、公園として美しく整備し、住民の憩いの

場、さらにJR列車の乗客への効果的なPRとしたい。北欧のデンマー

クの首都コペンハーゲンでは、街のいたるところに池があり、極めて

美しい風景をつくっている。

□　公共施設の可能性

住宅地の中心部に魅力的な公共施設があれば、地区住民の連帯意

識は高まる。たとえば、複合施設として、地区集会場、老人福祉施設、

子育て支援施設、幼稚園、保育園、などが考えられる。

□　商業＋住宅の可能性

代官山のヒルサイドテラスは、全体的に３階建て程度に抑えられ、し

かも低層部分が商業施設、上層階が集合住宅とな っている。おしゃ

れなテナントが入れば、地区の価値は高まる。カフェ、花屋、ベーカリ

ーの３点セットは今風である。

２－１　緑の骨組み

　・住宅地全体の環境の質を高めるため

には、環境インフラ（緑の骨組み）

をしっかり造る。

　・緑地帯、公園緑地

２－２　市による整備

　・住宅地内の道路、共用スペースなど

を統一感のあるデザインや質にする

ためには、市による指導、施工が望

ましい。

２－３　詳細設計

　・宅地内道路や共用スペースなどの詳

細は、各ブロック内の宅地割を決め

る段階で、改めてデザインを検討す

る必要がある。

　・交通緩和の手立て、植栽など。

３－１　各ブロック内の宅地割付

　・平均宅地面積は80坪となっている

が、需要予測などに基づいて、改

めて大小の宅地割を考える必要が

ある。

３－２　販売形式の検討

　・土地のみ分譲販売して、住宅建設

は個々にする。

　・土地＋建物

　・土地＋建物は業者指定

　・土地＋建物プラン付など

３－３　販売条件の設定

　・建築緑化環境協定を決め、販売時

に条件として提示する。

　・壁面線

　・建物の高さ

　・境界処理（生垣、塀の高さ制限）

　・共用地、共有地を設ける場合の取

決めなど。

　・管理条件など

街区レベルの課題 宅地レベルの課題

　

市

不動産業者＋建設業者

住民

産業経済の発展
工業団地誘致

〈都市構造〉

利便性−道路網の整備
安全性−防災
快適性−環境整備

見附市の将来像
活気のある田園都市を造る

環境の質の向上

地区レベルの課題

＜田園住宅地基本構想＞

都市の環境構造を担う基本骨格を造る。
緑のインフラの核となる質の高い環境

・緑系−豊かな街路樹、緑を伴う道路
・水系−水路・調整池・緑地
・快適性、利便性、安全性を備えた街

事業計画−　住宅地の環境の質を売る戦略
　・需要予測／住宅・し説予測／宅地規模・価格など。
　・基盤整備工程の段階計画
　・販売段階年次計画
　・市と業者の役割調整など。　→調整会議

販売形式／条件の設定
　・壁面線、建物高さ
　・境界処理（生垣など）
　・共用地／共有地
　・管理条件など

＜土地構造＞見附市の土地条件
土地条件から配慮すべきこと

　・基盤整備−水田の地盤改良・盛土
　・水系−排水、雪処理、防災
　・緑地−適応樹種の選定

〈田園住宅地マスタープラン〉

・街区割−敷地のブロック割
・戸建・集合住宅の割合
・緑地・公園・共用スペースの割合
・共用施設（例：幼稚園用地）
・街区もモデルプラン

〈住宅地　実施設計〉

・宅地割
・宅地内道路パターン
　（平面／断面／街路樹）
・共用スペースのデザイン
・水路／調整池／緑地など

〈住宅建設→住む〉

・住民＋市による街造り
・緑の多い街
・街の質の向上

住宅地の環境をつくり、育てる手立て

・市の指導（緑のしおりなど）
・住民協定など（長岡市古正寺地区など）

他都市の参考事例
　・田園都市
　（宅地規模：300〜100坪と大きく、幹線道路の並木と宅地内の樹木、
　　生垣によって豊かな町の緑が維持されている。）
　・その他都市優良住宅地の例
　　（上越市優良田園都市など）

地域環境構造としての
緑の連担／水循環

見附市に在る、環境構造を支える要素
　・東山−観音山公園、大平森林公園など
　・刈谷田川周辺
　・将来とも維持する優良農地など

１：２５００ １：１０００−１：５００

事業計画 販売戦略

田園住宅地のテーマと課題 実現の手立て

・住宅地の＜環境の質＞

・需要予測

・宅地規模

・市と不動産業者、建設業者の役割分担、調整など−調整会議
・申請、認可事項など
・およその工期設定

販売形式の検討

販売条件の設定

住宅地の実施設計

・街区内道路　道路パターン、幅員、素材、平面、断面の検討
・宅地の区画割
・共用地（コモンスペース）のデザインなど。
・駐車スペース（２台目、ビジター用など
・雪寄せ場）

公共用地の実施設計

・緑地、公園、水路、調整池の具体化など
・調整池、水路など水施設については、安全上の配慮の上、景観の良いデザインを工
夫する必要がある。また、常時水をきれいに保つために技術的管理（水の攪拌、ポン
プアップによる循環など）が必要。

・土地のみ分譲販売し、住宅建設は個々に。
・土地＋建物（建て売）土地と建物を協同、または一括販売。
・土地＋建物は建設業者指定
・土地＋建物プラン付　　　　　　など、いろいろ考えられる。

・建築緑化環境協定
・壁面線
・建物の高さ
・境界処理（生け垣、へいの高さ）など
・共用地、共有地などの取り決
・管理条件など

・街区割
・幹線道路計画

・戸建と集合住宅

・緑地、公園、共用スペース

・共用施設の想定

・商業施設の可能性

・街区モデルプランの作成

敷地のブロック割
地区交通幹線と田園住宅幹線の構成
（幅員、車道、歩道、自転車道、街路樹、植栽地などの
　断面構成）

割合、配置
宅地規模とその配置の基本

割合と配置、イメージ
（例：幼稚園、保育園など）

土地基盤整備−−土地条件から考慮すべきこと）

・水田の地盤改良（盛土）−基準地盤高をどのくらいにするか
−盛土用の土の手当て

・水系の設定，排水（流出先）、雪処理

・緑地の造成、適応樹種の選定など

快適性：緑が豊か、良い景色、風通しが良いなど
利便性：通勤、買い物が便利、良い道路や歩道、自転車
安全性：開水面（水路、池など）
　　　　倒壊、火災に強い生垣、棟間に余裕、樹木
コミュニテイ：住民の性向により判断

年齢層、収入階層、地元、外来などから生活像を予測する

８０坪を標準とし、どのくらい幅と割合を考えるか。
１００−５０坪敷地内での配置も大事。
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公園
ブロック

0 50 100 200m

N

見附市市野坪町における新規住宅地街区計画策定の検討
マスタープラン

最終案

16m田園幹線道路は、車道巾を6m、カーブを描き、速度制限を課す。

7ブロック構成で、うち4ブロックを宅地、3ブロックを公共とする。

微妙に湾曲する道路で区割りし、雰囲気を高め車両走行速度を抑える。

平均宅地面積80坪で、建ぺい率を抑え、大きな庭をとれるようにする。

16m道路の公園側に水路を沿わせ、雰囲気を高めながら調整池に流す。

並木や生け垣は、幹線道路と宅地内道路の雰囲気向上に不可欠である。

美しい並木道であり、歩道と自転車道の雰囲気は、見附市名所となる。

7～7.5m巾の歩車混合交通とし、共有地を設け路地の雰囲気を高める。

大きな面積があてがわれ、環境の質を売る戦略に加担するものである。

　１　田園幹線道路

　２　ブロック

　３　ブロック区割り

　４　宅地割付

　５　水路・調整池

　６　街区の部分平面

　７　16m幹線道路

　８　宅地内道路

　９　公共・共用

コメリ

雨水幹線

雨水幹線

12m自動車道

16m街路

16m街路

調整池
（公園）

ガ
ス
中
圧
管

宅地
ブロックA
44区画

宅地
ブロックB
44区画

拡張用地
75区画

拡張用地
16区画

共用地
（フットパス、広場、植栽
地など）

ガ
ス
中
圧
管

ガ
ス
中
圧
管

街路沿い店舗＋住宅
も考えられる区画
例えば、3-4階建て

集合住宅用地としても
考えられる街区

□　マスタープランの特徴

マスタープランの設計条件は、大きく以下の２点である。

　・見附市算定による望ましい平均宅地面積

　　→　80坪

　・見附市による街路レイアウトのプレスタディ

　　→　想定される進入道路と周辺都市計画

見附市による街路レイアウトのプレスタディをふまえつつ、

まず、田園調布の円形街路パターンが適合するかどうか

を検討した。その結果、対象地の範囲内では、1/4円の中

途半端な街路パターンにせざるを得ないことがわかった。

最終案は、以下の特徴を持つものである。

共用施設ブロック

計画対象地

将来拡張

調整池が不要の場合は
地区計画の条件に従い、
一部を公園に、一部を
宅地にする｡

共用施設用地
市による整備が困難な
場合は、宅地とする
（約12区画）

宅地ブロックD　32区画
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マスタープラン

最終案
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を検討した。その結果、対象地の範囲内では、1/4円の中

途半端な街路パターンにせざるを得ないことがわかった。

最終案は、以下の特徴を持つものである。
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調整池が不要の場合は
地区計画の条件に従い、
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市による整備が困難な
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４　宅地割付計画図

宅地は、Aブロック44戸、Bブロック44戸、Cブ

ロック39戸、Dブロック32戸で合計159戸を

計画した。各住宅が、密接しないよう、一戸あた

り平均78.9坪の十分なスペースを確保して計

画を行った。また、幹線道路と宅地との間には、

緑地帯や水路などを設けて、プライバシーの保

護や安全性を確保する。幹線道路や共有スペ

ースだけでなく宅地内にも植栽があり、緑が連

続して、街区全体が緑豊かなイメージになるこ

とが望ましい。

５　水路・調整池計画図

街区内の雨水処理のための水路を幹線道路に

沿って通す。水路は、揺るやかな傾斜で、せせら

ぎのように調整池へと流れていく。また、水路

に緑地帯を沿わせ、調整池の周りは、緑溢れる

公園として整備する。水路と水辺の公園は、住

宅地の質を向上する上で、重要な要素となる。 

１　田園幹線道路計画図

幹線道路は、宅地内への主要なアクセス道路

となる。道路が緩やかにカーブすることで、自

動車の速度を制限する効果を果たす。幹線道

路には広い歩道を設け、自動車と歩行者との

距離を保ち、安全性を確保している。また、歩

道には、緑地帯、自転車道、並木道が沿ってあり、

緑のインフラの軸をつくる。つまり、田園幹線

道路は、交通のインフラ軸であると同時に、緑

豊かな田園住宅地をつくる上で重要な、緑の

インフラ軸でもある。　

２　ブロック計画図

全体を７つのブロックに分け、計画を行った。そ

のうち、４ブロックを宅地ブロック、２ブロックを

公園ブロック、そして街区の中心には、公共施

設ブロックを配した。公園ブロックのうち１つは、

宅地内の雨水処理や冬期の除雪などを考慮し、

調整池を設けて、その周辺を公園として整備

することを考える。

３　ブロック区割り計画図

宅地ブロックは、宅地と宅地内道路と共用スペ

ースによって構成される。宅地は、各住戸に十

分な庭のスペースがとれるように十分な面積

をとる。

宅地内道路は、歩行者と自動者の混合交通と

なるため、植栽やハンプなどを用いた安全性の

確保が、有効であると考えられる。また、共用ス

ペースは宅地内道路を結ぶように所々にあり、

自動車の進入がない空き地空間となる。そこ

は、子供の遊び場や憩いの場となり、住宅地の

質を高めるものとなることが望ましい。　

１
　田園幹線道路計画図

２
　ブロック計画図

４
　宅地割付計画図

３
　ブロック区割り計画図

５
　水路・調整池計画図

1278.2m2
1417.6m2

1676.7m2
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４　宅地割付計画図

宅地は、Aブロック44戸、Bブロック44戸、Cブ

ロック39戸、Dブロック32戸で合計159戸を

計画した。各住宅が、密接しないよう、一戸あた

り平均78.9坪の十分なスペースを確保して計

画を行った。また、幹線道路と宅地との間には、

緑地帯や水路などを設けて、プライバシーの保

護や安全性を確保する。幹線道路や共有スペ

ースだけでなく宅地内にも植栽があり、緑が連

続して、街区全体が緑豊かなイメージになるこ

とが望ましい。

５　水路・調整池計画図

街区内の雨水処理のための水路を幹線道路に

沿って通す。水路は、揺るやかな傾斜で、せせら

ぎのように調整池へと流れていく。また、水路

に緑地帯を沿わせ、調整池の周りは、緑溢れる

公園として整備する。水路と水辺の公園は、住

宅地の質を向上する上で、重要な要素となる。 

１　田園幹線道路計画図

幹線道路は、宅地内への主要なアクセス道路

となる。道路が緩やかにカーブすることで、自

動車の速度を制限する効果を果たす。幹線道

路には広い歩道を設け、自動車と歩行者との

距離を保ち、安全性を確保している。また、歩

道には、緑地帯、自転車道、並木道が沿ってあり、

緑のインフラの軸をつくる。つまり、田園幹線

道路は、交通のインフラ軸であると同時に、緑

豊かな田園住宅地をつくる上で重要な、緑の

インフラ軸でもある。　

２　ブロック計画図

全体を７つのブロックに分け、計画を行った。そ

のうち、４ブロックを宅地ブロック、２ブロックを

公園ブロック、そして街区の中心には、公共施

設ブロックを配した。公園ブロックのうち１つは、

宅地内の雨水処理や冬期の除雪などを考慮し、

調整池を設けて、その周辺を公園として整備

することを考える。

３　ブロック区割り計画図

宅地ブロックは、宅地と宅地内道路と共用スペ

ースによって構成される。宅地は、各住戸に十

分な庭のスペースがとれるように十分な面積

をとる。

宅地内道路は、歩行者と自動者の混合交通と

なるため、植栽やハンプなどを用いた安全性の

確保が、有効であると考えられる。また、共用ス

ペースは宅地内道路を結ぶように所々にあり、

自動車の進入がない空き地空間となる。そこ

は、子供の遊び場や憩いの場となり、住宅地の

質を高めるものとなることが望ましい。　

１
　田園幹線道路計画図

２
　ブロック計画図

４
　宅地割付計画図

３
　ブロック区割り計画図

５
　水路・調整池計画図
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８　
宅地内道路の標準計画図

宅地内道路は、基本的に歩
車混合交通とし、平面パタ
ーン、植栽、ハンプ、舗装な
どのデザインによって安全
性を確保する。舗装はなる
べく透水性の素材を用い、
冬期の雪処理を考慮する。

田園幹線道路に沿って、水路が流れる。また、宅地街区内には
共用地又は共有地を設け、緑豊かで快適な住宅地を考える。

７　
16ｍ街路の標準計画図

16m街路は、広い歩道空
間が特徴である。歩道に
は、自転車道、緑地帯、並
木道が沿って並び、一部に
は水路がある。自動車と
歩行者とを分け、安全性
を確保するだけでなく、美
しく質の高い住宅地をつ
くる緑のインフラ軸となる。

宅地ブロック内の所々に共用地が

ある。共用地は、宅地内道路を結ぶ

裏路地のような空間である。緑豊か

で、風通しがよく、質の高い住宅地

をイメージさせる余白のスペースと

なる。

なお、イメージの中のキュービック

な戸建て住宅は例であり、延べ床面

積約200m2の大型タイプである。

雪おろしを必要としない耐雪構造を

想定している。

16ｍ街路のイメージ

宅地内の共用地のイメージ

公園のイメージ

６　街区の部分計画図
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・調整池

・水辺公園 ・共用施設ブロック
（子育て支援施設など）

・宅地

９　公共・共用地の考え方

□　調整池（公園）ブロック

面積

・調整池　　　　　　6908.8m2　

・周辺緑地（公園）　8036.6m2

水施設　

・調整池、水路などの水施設については、安全上の配慮の上、

景観の良いデザインを工夫する必要がある。

・常時、水をきれいに保つために、技術的管理（水の撹拌、ポ

ンプアップによる循環など）が必要。

公園（緑地、散策路、市民ガーデン、温室などの可能性）

・池のまわりを美的に修景することで、いこいの場をつくる。

・釣りができるようにしてもよい。

・田園調布の宝来公園のように、水辺を有する公園には、水生

植物が花を咲かせる。

・市民ガーデン、温室などを共有し、市民の連帯意識を高める。

・JRに面していることから、地区のPRにも直結する。

□　共用施設ブロック

面積

・4095.5m2

コア施設の内容

・複合的施設であれば、施設利用頻度が高まる。

・集会場は、地区必須の施設であると言われている。

・幼稚園、保育園など、子どもが集まる施設は、あたたかいイ

メージを形作る上で重要である。

・子育て支援施設は、室内大型遊具などを備え、雪国における

子どもの遊び場として、住民より非常にありがたがられる。

・ママパパのために、講師による子育て講座なども催される。

・キッズミュージアムなる付帯施設では、絵本作家の原画展や

子ども達によるバザーなどが催される。

・小さな図書館とカフェなどが併設していれば、さらによい。

・オープンスペースを用いて、朝市、フリーマーケットなど。

・同じく、子ども菜園で穫れた野菜を、子ども料理教室で食す。

□　公園ブロック

面積

・2666.4m2

コメリ脇の異形敷地

・コメリの壁面に向かって盛土をし、起伏をつくることで無機

的な壁面を修景する。

・水路に面する公園緑地ができる。

・宅地にする場合、5棟程度となる。

調整池（公園）ブロック

共用施設ブロック

公園ブロック

・コメリ

・公園ブロック

・盛土

共用施設ブロック
（子育て支援施設など）

・共用施設ブロック
（子育て支援施設など）

・商業＋住宅
（3-4階建て）

・宅地

・16m道路

・16m道路

CGムービーのコマ画

久住見附市長はじめ関係各位へのプレゼンテーション

いつものとおり、ダブルスクリーンの一方にCGムービー（下のコマ画）を投影

しながら、もう一方には丹精こめた描画や説明内容を投影し、臨場感を高めた。
□　CGムービー
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・調整池

・水辺公園 ・共用施設ブロック
（子育て支援施設など）

・宅地

９　公共・共用地の考え方

□　調整池（公園）ブロック

面積

・調整池　　　　　　6908.8m2　

・周辺緑地（公園）　8036.6m2

水施設　

・調整池、水路などの水施設については、安全上の配慮の上、

景観の良いデザインを工夫する必要がある。

・常時、水をきれいに保つために、技術的管理（水の撹拌、ポ

ンプアップによる循環など）が必要。

公園（緑地、散策路、市民ガーデン、温室などの可能性）

・池のまわりを美的に修景することで、いこいの場をつくる。

・釣りができるようにしてもよい。

・田園調布の宝来公園のように、水辺を有する公園には、水生

植物が花を咲かせる。

・市民ガーデン、温室などを共有し、市民の連帯意識を高める。

・JRに面していることから、地区のPRにも直結する。

□　共用施設ブロック

面積

・4095.5m2

コア施設の内容

・複合的施設であれば、施設利用頻度が高まる。

・集会場は、地区必須の施設であると言われている。

・幼稚園、保育園など、子どもが集まる施設は、あたたかいイ

メージを形作る上で重要である。

・子育て支援施設は、室内大型遊具などを備え、雪国における

子どもの遊び場として、住民より非常にありがたがられる。

・ママパパのために、講師による子育て講座なども催される。

・キッズミュージアムなる付帯施設では、絵本作家の原画展や

子ども達によるバザーなどが催される。

・小さな図書館とカフェなどが併設していれば、さらによい。

・オープンスペースを用いて、朝市、フリーマーケットなど。

・同じく、子ども菜園で穫れた野菜を、子ども料理教室で食す。

□　公園ブロック

面積

・2666.4m2

コメリ脇の異形敷地

・コメリの壁面に向かって盛土をし、起伏をつくることで無機

的な壁面を修景する。

・水路に面する公園緑地ができる。

・宅地にする場合、5棟程度となる。

調整池（公園）ブロック

共用施設ブロック

公園ブロック

・コメリ

・公園ブロック

・盛土

共用施設ブロック
（子育て支援施設など）

・共用施設ブロック
（子育て支援施設など）

・商業＋住宅
（3-4階建て）

・宅地

・16m道路

・16m道路

CGムービーのコマ画

久住見附市長はじめ関係各位へのプレゼンテーション

いつものとおり、ダブルスクリーンの一方にCGムービー（下のコマ画）を投影

しながら、もう一方には丹精こめた描画や説明内容を投影し、臨場感を高めた。
□　CGムービー
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１街なみ環境整備事業の概要
　街なみ環境整備事業は1993年に制定された国土交通
省の補助事業である。長岡市では河井継之助記念館周
辺地区が第１号であるが、摂田屋地区と旧和島村のは
ちすば通り地区がこれに続く事業予定地区。この基本
計画の策定のため、住民によるまちづくり協議会を組
織し、ワークショップ形式で今後おおよそ10年での整
備方針をまとめた。
　なお、街なみ環境整備事業の概要は以下の通り。
■目的・趣旨
　生活大国の実現を図る上で、国民生活に身近な生
活道路の整備、景観対策の充実が重要であることか
ら、地区住民の発意と創意を尊重したゆとりのある
住宅市街地の形成を図る。

■基本的な考え方
１．住民参加：地区住民の発意と創意を尊重すること
２．個性尊重：地区の個性を大切にすること
３．景観形成：美しい街なみ空間の実現を図ること
４．自然環境への配慮：自然環境の保全または創出

に心を配ること
５．一致協力：関係者は知恵と情熱を持って取り組

むこと

２まちづくり協議会メンバーの先進地視察コーディ
ネート

　８月、９月に各町内会長など、地域のキーパーソン
へ、土地の歴史、文化、課題、そして整備方針への意
見等のヒアリング調査を行った。
　その結果、摂田屋地区のまちづくりの参考となる先
進事例としては、長野県、小布施町および須坂市が適
当であると判断した。小布施の修景事業地区は、栗菓
子、日本酒メーカーの集積から交流人口を呼び込むま
ちづくりに成功した事例である。須坂市は蔵の街とし
て知られ、街並み環境整備事業に積極的に取り入れて
いる地域である。
　摂田屋地区まちづくり協議会のメンバーで上記2箇
所の視察を12月に実施した。
　視察の結果、須坂の街並み環境整備事業地区は、単
なる外観の美装化にとどまり、地域の活性化としては
限定的であるという認識がされた。一方、小布施の民
間主導のまちづくりはその波及効果が周辺地区にもお
よび、摂田屋地区としては参考になる事例であるとい
う意見が多かった。
　以上の共通した認識の下に、摂田屋地区の整備方針
ワークショップを実施した。

受託事業名：

摂田屋地区街なみ環境整備方針策定業務委託
発注者：長岡市
受託期間：平成19年８月29日～平成20年３月28日
プロジェクト主査：渡辺誠介
プロジェクトメンバー：デザイン研究開発センター研究員：原大輔、工房職員：藤巻光生、学部３年生：高橋達也、
	 学部２年生：荒川景子、長谷川原平、高橋南、目黒啓子

小布施
修景事業地区
視察（写真上）

小布施
まちづくり
リーダー
の市村氏と
意見交換
（写真下）
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３構想づくりと事業優先順位の意見だしワークショップ
　KJ法の手法を用いて、今後の摂田屋地区の整備方針をまとめ「歴史と醸造の文化財に巡りあえるまちづくり」
というコンセプトがまとまった。また事業の優先順位として、まずは、長岡市道である旧三国街道の美装化、そ
してそれに枝線的に繋がっている赤道の美装化を行いながら、適宜民間の空間をまちづくり協定を結びながら整
備する方針が作られた。

４今後に向けて
　下記のマスタープランに基づいて、今後は旧三国街道の美装化のデザイン案および事業計画と関係者によるま
ちづくり協定結びが今後、街並み環境整備事業を進めるステップとなる。
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●昭和19年から64年かけた悲願が実現
　南魚沼生まれの戦国武将・直江兼続を主人公にした
NHK大河ドラマ「天地人」が平成21年１月にスター
トすることになった。南魚沼では、昭和19年から、有
志によって直江兼続を主人公にした小説化を第２回直
木賞作家・鷲尾雨工に頼み、生誕碑を建立した。そし
て現在まで続く「お六甚句」を昭和33年に制作し、地
域の祭りで民謡流しとして踊り続けてる。お六とは直
江兼続の幼名である。
　今回の「天地人」の大河ドラマ化も地域の有志で組
織される「上田史談会」などが中心となった、不断の
運動の結果のものである。
　直江兼続を全国区に知らしめ、地域の誇りとしてよ
り高めようという悲願は、戦時中からスタートし、実
に64年の歳月を経て大河ドラマとして結実しようとし
ている。

●大河ドラマ化と地元意識
　しかし、こうしたうれしいニュースの裏では、スキー
客の減少や、中越地震等の風評被害から、当地域は、
特に観光の分野では苦戦を強いられている。
　また、南魚沼市内の小学校５，６年、中学１年生を
対象に平成20年２月に報告者が実施したアンケート調
査結果では、残念ながら、直江兼続の認識度は低く、
ほとんど「お六甚句」の由来について知っている児童・
生徒はいなかった。NHK大河ドラマで地元の英雄が
取り上げられるとして喜々としているのはある程度の
年齢以上である可能性が高く、必ずしも地元の子供だ
からといって理解しているわけではない。このことは、
今後の直江を核とする地域活性化の継続性に不安を残
すこととなる。

●大河ドラマと地域活性化の可能性
　一方、NHK大河ドラマによって、期間中一時的に
観光客が増える現象は多く確認されているものの、そ
れをきっかけに地域活性化に弾みがつくケースは少な
い。64年の悲願の結実が、期間中のお祭りだけに帰結
させるのはあまりに惜しい。
　直江や上杉関連で南魚沼と関連他地域を比較する
と、終焉の地である米沢には豊富な歴史的資料が残さ

れている一方、一説では15歳までいたとされる南魚沼
地域は、具体的な資料に乏しく、ポイントとすべき観
光資源は乏しい。

●長浜に学べ
　滋賀県、長浜市の中心市街地は、かつて猫が寝てい
ても人がいない、寂れた商店街であった。それが、黒
壁の建物保存運動を契機に、現在では観光客数が年間
約740万人訪れる地域となっている。
　この長浜のまちづくりで黒壁が大きな契機ではあっ
たが、その後、NHK大河ドラマ「秀吉」と「巧妙が辻」
の２本の作品がさらに、活性化の契機になっているこ
とが知られている。
　具体的には、通常大河ドラマの期間中、大河ドラマ
パビリオンなるものがゆかりの地で一箇所作られ、そ
こに大型観光バスが乗り入れるという図式が一般的で
ある。しかし、長浜ではこの二つの大河に関するパビ
リオンを既存の寺や、空き店舗を複数活用し、来訪者
を地域内を歩かせる方式を取った。
　通常、この方式は、団体客を大型観光バスで連れて
くる観光エージェントには嫌われる方式である。しか
し長浜では個人客の行動様式を見込んで、こうした方
式を採用した。そして、地域の案内人を50歳以上のプ
ラチナ・ボランティアとして公募したことで、彼らの
熱意は、期間終了後、空き店舗活用型の交流施設「プ
ラチナプラザ」設立につながり、人材、空間、両方の
活性化に繋がっている。
　また、長浜では広域観光連携のプログラムも作られ、
大河ドラマがきっかけで、広域観光の活性化のきっか
けが作られている。
　以上のことから、長浜でのまちづくりリーダーを南
魚沼に招聘し、シンポジウムを行って、南魚沼版「天
地人」博の考え方の意見交換を行った。

●基本コンセプト：兼続DNA：農を中心とした自然
のまちづくり

　直江兼続が幼少時の南魚沼は、魚沼という言葉がさ
すように、沼地でまだ米の生産が難しかったらしい。
それを直江が同年代の少年を募って干拓し、現在のコ
シヒカリの一大産地の基礎を作ったという伝説がある。

受託事業名：

天地人「地域活性化シーズ」プロデュース事業業務
発注者：大河ドラマ「天地人」南魚沼実行委員会
受託期間：平成19年12月26日～平成20年３月24日
プロジェクト主査：渡辺誠介
プロジェクトメンバー：藤澤忠盛、吉川賢一郎、非常勤講師：南雲勝志
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直江が後に基礎を作った米沢のまちづくりは、明治初
期にイザベラ・バードによって、「東洋のアルカディア（桃
源郷）」と激賞される。これは、南魚沼で生まれた直
江の「農を中心とした自然を生かしたまちづくり」の
DNAが米沢に繋がった結果であろう。
　南魚沼での「天地人」博は、上記メッセージを伝え、
現在の南魚沼に広域に展開する自然・文化、そして農
のすばらしさを体感するリピーターを作る地域づくり
の幕開けと位置づけることにした。

●ロゴデザイン 
　上杉の家紋は竹に二雀である。「天地人」の主人公
は直江兼続とその主人である上杉景勝であり、彼らは
主従でありながら、兄弟のように育ったとされる。ロ
ゴのデザインは、南魚沼の自然を代表する八海山と魚
野川、そして農をイメージする稲穂、二雀などで表現
した。

●パビリオンデザイン試案
　パビリオンは、南魚沼市役所脇の農協の倉庫の利活
用が計画されている。スペースは２箇所あり、NHK
ブースと地域ブースを計画する予定である。空調のエ
ネルギー調整および雪国をモチーフにすることから、
白を基調とした提案を行った。
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●サイン計画案、魚野川イベント会場案 
　サイン計画は基本的に、街中設置のものは、ニュートラルで主張せず、情報提供の機能を持つものとした。

　一方、イベント会場等で天地人がらみの催しが行わ
れる可能性が高い、魚野川、坂土城では、天地人を意
識した分かりやすいサインを視覚化する提案を行った。



２．地域デザイン活動支援
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⑴「新潟国際ビジネスメッセ2007」参加出展
開催日：平成19年11月８日㈭、９日㈮
会　場：新潟市産業振興センター
主　催：新潟国際ビジネスメッセ2007実行委員会
　当展示会は、幅広い分野においてビジネス提案を行
える企業等を全国から募集し、毎年開催されるもので
ある。デザイン研究開発センターでは、産学間の交流
を目的として大学出展コーナーに出展し、平成18年度
受託プロジェクトに関するパネル等を展示した。なか
でも「レスキューフーズ（ホリカフーズ）」の製品を
展示したところ産学連携の成果としてテレビで取り上
げられた。

⑵「長岡デザインフェア2007」出展
開催日：平成19年10月13日㈯、14日㈰
会　場：長岡造形大学、新潟県立近代美術館
主　催：長岡デザインフェア実行委員会2007
　本事業は、1994年を初回に毎年長岡造形大学にて開
催され、市民生活の足元からデザインを見直し、地域
の産業の振興や青少年のデザインへの関心を高める市
民参加型の催しである。今回は、学内の一部にデザイ
ン研究開発センターの成果として「レスキューフーズ
（ホリカフーズ）」を展示し、多くの一般市民が足を止
めていた。

図１　展示風景

図２　テレビ放送の様子（NHK総合テレビ）

図３　長岡デザインフェア2007の会場の様子

図４　展示風景



３．技術相談・センター広報
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⑴長岡産業活性化協議会（NAZE）への協力
　長岡造形大学は、平成17年度より長岡産業活性化協
議会（以下、NAZE）の会員に加入し、デザイン研究
開発センターを中心として地域の産業支援活動に参画
してきた。平成19年度には、NAZEとの連携をより強
化し、様々な取り組みに協力した。
①情報化部会への参加
　NAZEでは、地域内における産産・産学・産官それ
ぞれの連携を強化し、さらなる信頼関係の構築と会員
の実利につながるための事業を展開するために、４つ
の部会を組織し活動を進めている。長岡造形大学は、
「情報化部会」に参加し、デジタル・アナログの両面
から広報物やWEBなどNAZEからの発信について協
議した。

②大学見学会の実施
　NAZEでは、長岡のモノづくり技術集積企業間の連
携強化だけでなく、技術・意匠・経営を専門とする大
学・高専等との有機的な連携を構築し、地域全体とし
ての価値を高めていくための連携強化に向けた活動と
して、定期的に工場見学会を実施している。長岡造形
大学では、教員によるミニ講演を加えた大学見学会を
実施し、30名以上の会員が参加した。見学会終了後に
は、会員との懇親会を行い、更なる連携強化に繋げた。
期　日：平成19年２月27日㈬
内　容：
●ミニ講演
　・鎌田豊成「デザインの大切さ、おもしろさ」

　・松丸　武「モノづくりとデザイン」
　・和田　裕「プロダクトデザインの世界」
●学内見学（アトリエや工房の見学）

⑵国民生活金融公庫との産学連携の協力推進に関する
覚書の締結

　地域の産学連携を推進し、地域企業及び地域社会の
発展に寄与することを目的に、長岡造形大学と企業と
の仲介的な役割を担う旨の「産学連携の協力推進に関
する協定」を平成19年11月28日付けで締結した。本覚
書の締結により、国民生活金融公庫を通し技術・デザ
イン相談を行うことで、内容により本学への相談及び
受託研究の依頼につながることになる。なお、本件は
平成17年度の株式会社北越銀行との協定締結に続き、
２件目となる。

定例の情報化部会の様子（会場　長岡造形大学）

見学会の様子（上 ミニ講演、下 工房の見学）



長岡造形大学デザイン研究開発センターについて
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デザイン研究開発センターの概要

１．デザイン研究開発センターの設置経緯
　デザイン研究開発センター（以下、センターという。）
は、平成６年４月１日に長岡造形大学と同時に、大学
付属機関として発足し、現在に至っております。

２．センターの目的
　センターは、本学の教育研究成果を広く企業等に伝
えると共に、企業等との共同研究を推進することによ
り、本学の教育研究の発展と地域社会における創造的
研究開発の推進に寄与することを目的としています。

３．センターの業務内容
　センターでは、次の各号に掲げる業務を行っており
ます。
⑴　企業等との共同研究及び受託研究
⑵　企業等との技術者に対する高度技術の教育及び

研修
⑶　企業等に対する学術情報の提供
⑷　企業等の研究開発にかかる技術相談
⑸　本学の学生に対する実際的な応用研究開発
⑹　その他、センターの目的を達成するために必要

なこと

４．センターの近況
　企業から受ける依頼として、将来の新商品に向けた
試作品のデザインを依頼される場合もあれば、現在の
主力商品のバーションアップを目的としたものもあり、
その内容は多岐に渡ります。一つ言えることは、「デ
ザインの力」を通して将来的な課題を克服しようと試
みている企業が年々増えているということです。
　一方、地方自治体が進める、住宅地、公園の整備、
子育て施設の建設など、公的な事業に対して、大学と
して関るケースが19年度は多く見られました。
　これは、「デザインの力」が民間のみではなく、公
的な事業においても求められているということだと考
えます。
　デザインの大学として、広く民間から公的機関まで、
さまざまな仕事をさせて頂いていることは、大学に対

する期待の大きさを実感します。
　また、18年度からの傾向ですが、中越大震災からの
復興を目指したプロジェクトが19年度もありました（山
古志闘牛場改修に関するものなど）。未曾有の大震災
から地域が立ち上がり、復興していくためのお手伝い
をさせて頂くことは、大学の大きな目的でもある「地
域貢献」の実践であり、大変名誉なことです。

　この報告書をご覧頂き、少しでも長岡造形大学に興
味を持たれ、何かご相談をお考えの方は、お気軽にご
連絡頂けると幸いに存じます。
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図１　機関別プロジェクト数
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図２　地域別プロジェクト数
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５．デザイン相談の受付
　長岡造形大学デザイン研究開発センターでは、寄せられたデザイン相談の内容に応じて様々なメニューを用意
しています。ご相談は以下のように本学にて対応いたします。

デザイン相談の受付

デザインに関する相談は、電話・FAX等で長岡造形大学総務課にて随時受け付けています。

まずはお気軽にお電話下さい。　ＴＥＬ　０２５８-２１-３３１１㈹

「デザイン相談申込用紙」にご記入いただきＦＡＸ又はＥメールにて
お送りください。
ＦＡＸ ０２５８-２１-３３１２
Ｅメール ｄ-ｃｅｎｔｅｒ＠ｎａｇａｏａｋａ-ｉｄ．ａｃ．ｊｐ

電　　話

ＦＡＸ・Ｅメール

内部協議 ～ 両者打合せ

頂いた相談内容をセンターで把握し、お打合せにて詳細内容を再度お伺いいたします。
その後、ご相談内容に沿った最も適当な方策をご提案いたします。以下が主なメニューとなります。

主査の決定 ～ 業務委託契約

ご相談内容に応じて本学教員の中から適任者（主査）を決定します。
業務の方法、期間、予算等について、両者で協議を重ね、業務委託契約を締結し、業務がスタートします。
ただし、授業その他の学事が優先されますのでご了承ください。

成果物の提出・業務終了

成果物を提出し、委託元の検収後、業務終了となります。

①受託研究・委託によ
るデザイン提案

②外部デザイン事務所
の紹介

③学生コンペ ④教員による専門的ア
ドバイス等

委託契約に基づき、担
当する教員が調査研究
又はデザインを提案い
たします。メンバーに
は学生も参加します。

ご相談内容に応じて外
部デザイン事務所を紹
介いたします。

学生に広くデザイン案
をお求めの場合は、本
学学生を対象に学内コ
ンペを行ないます。

デザイン全般に関して
専門的知見からアドバ
イス及びコンサルティ
ングをいたします。

「①委託によるデザイン提案」の場合、以下のとおり業務が進行いたします。
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６．センターの担当教員
　長岡造形大学の全教員は、デザイン研究開発センター
の諸プロジェクトの担当教員であり、各自の専門・研
究分野の特性に応じて、プロジェクトに関与します。
　なお、以下に本学教員の氏名と専門分野を示します
のでご参照ください。（注：職名及び専門分野は平成
20年９月１日現在を掲載しています。）

　　氏　　　名　　　　　　 専　門　分　野
教授  上 山 良 子  ランドスケープアーキテクチャー、

RLA、アーバンデザイン
教授  石 原 　 宏  西洋美術史
教授  上 野 裕 治  ランドスケープ計画・設計、植

物生育環境、緑地環境
教授  木 村 　 勉  建造物保存修復
教授  洪 起  耐震工学、信頼性工学
教授  後 藤 哲 男  建築・都市設計
教授  小 林 　 誠  金属工芸（ジュウリーデザイン）
教授  境 野 広 志  工業デザイン
教授  菅 原 　 浩  比較文化論、表象文化論
教授  鈴 木 均 治  テキスタイルデザイン（染色）
教授  土 田 知 也  工業デザイン
教授  長谷川博紀  グラフィックデザイン・広告全般
教授  馬 場 省 吾  金属工芸（鍛金造形）
教授  飛 田 範 夫  日本庭園史
教授  平 井 邦 彦  都市防災
教授  平 山 育 男  建築史
教授  福 田 　 毅  グラフィックデザイン、広告全般
教授  松 丸 　 武  インダストリアル・デザイン
教授  松 本 明 彦  写真、デジタルフォト
教授  森 望  ディスプレイデザイン
教授  森 田 　 守  デザイン／意匠行政論、意匠法
教授  山 下 秀 之  建築意匠
教授  ヨールグ　ビューラ
    映像、マルチメディア、アート

教育
教授  和 田 　 裕  プロダクトデザイン
教授  アンドリュー　バン　ゴーサム
TESOL-Teaching English  to Speakers of Other 
Languages

准教授  小 林 花 子  彫刻
准教授  澤 田 雅 浩  都市計画、都市防災
准教授  新 海 俊 一  建築計画、建築設計、情報科学
准教授  髙 崎 賀 朗  現代絵画（油彩・ミクストメディ

ア・シルクスクリーン）
准教授  長 瀬 公 彦  グラフィックデザイン、イラス

トレーション
准教授  長谷川克義  金属工芸（鋳金）
准教授  藤 澤 忠 盛  建築デザイン、空間デザイン、

映像デザイン
准教授  真 壁 　 友  デジタルデザイン、メディアアー

ト
准教授  渡 邉 誠 介  都市計画、観光とまちおこし
准教授  天 野 　 誠  グラフィックデザイン（エディ

トリアルデザイン）
助教  吉川賢一郎  グラフィックデザイン

長岡造形大学デザイン研究開発センター
平成19年度活動報告

長岡造形大学
デザイン研究開発センター
940-2088　新潟県長岡市千秋４丁目197番地
ＴＥＬ．0258-21-3311（代表）
ＦＡＸ．0258-21-3312
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長岡造形大学
デザイン研究開発センター

デ ザ イ ン 相 談 申 込 書 

ＴＥＬ　０２５８-２１-３３１１
ＦＡＸ　０２５８-２１-３３１２
Ｅ-ＭＡＩＬ　ｄ-ｃｅｎｔｅｒ＠ｎａｇａｏｋａ-ｉｄ．ａｃ．ｊｐ

この度は、本学デザイン研究開発センターにご相談いただき誠にありがとうございます。
この用紙は、ご相談の参考資料として使用いたします。ご自由にご記入いただき、
ＦＡＸ又はＥ-ＭＡＩＬで用紙をお送りください。

申込日 平成　　　年　　　月　　　日

平成　　年　　月　　日

申
　

込
　

者

内
　
　
　

容

企業名等

住　　所

Ｔ Ｅ Ｌ

ご担当者

Ｅ-ｍａｉｌ

Ｆ Ａ Ｘ

部署／役職

Ｕ Ｒ Ｌ

〒　　　－

デザイン
相談分野

（複数回答可）

業務の形態
（複数回答可）

期　　　間
（スケジュール）

ご　予　算

備　　　考

受 付 日 受 付 者

プロダクトデザイン

視覚デザイン 美術・工芸デザイン

□産業機械　□電化製品　□ＩＴ機器　□日用品
□雑　貨　　□乗り物　　□ファッション　□その他

□絵　画　　□金属工芸　□ガラス工芸　□彫　刻
□テキスタイル　□オブジェ　□木彫品　　□その他

建築・環境デザイン

□建築設計　□空間デザイン　□インテリア　□景　観
□調　査　　□計　画　　□イベント　□その他

□広　告　　□ロゴマーク　□アニメーション　□ＷＥＢ
□ＣＩ　　　□パッケージ　□映　像　　□その他

□教員によるデザインワーク □学生コンペ

□学生によるデザインワーク □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□外部デザイン事務所等の紹介 □わからない

開始時期：　　　　　　　　　　　　　　　　　（製品化予定、販売予定等）

終了時期：




